
単拡大の定理 

 

 体 Q に代数的数 a, b を添加した体 Q(a, b) は, 次の式を満足する Q 上の代数的数 

t が存在する. 

          Q(a, b) = Q(t) ただし, t = a + cb  

 証明 
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f(a) = g(b) = 0 ……………………(1) 

 

  f(x), g(x) は Q 上既約で f(x) = 0, g(x) = 0 の根をそれぞれ 

      a = a1, a2, …, am, b = b1, b2, …, bn とする. 

  t = a + cb とおく 

    すべての i, j について ai + cbj ≠ a + cb となるように c を定めておく  

    ただし a1 + cb1 = a + cb …………………… （*） 
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     (*) より i = j = 1 以外で 
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     従って, f *(x) と g(x) は(1),(2),(3) よりただ一つの共通根 b をもつから 

        g(x) = x －b 
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また,
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（注）特に, c = 0 とすると, 定理は次のように単拡大が理解出来る. 

                     Q(a, b) = Q(a) 

 

 （注） Q(a, b) について定理が示されると帰納的に次が示される. 

                        Q(a, b, …, d) = Q(a)                   


